
開　催　日 平成20年9月１6日（火）　１８：３０～２1：00

出　席　者 区民10名・四谷特別出張所長・地区協議会担当職員

主なテーマ　 新宿歴史博物館地域協働事業に関する意見交換

９月８日の会議を傍聴して感じたことの意見交換

・「ワーキンググループ」が計画案を立てていくプロセスが地域に見えにくい。

・落ち葉の管理、水路での水遊び、維持管理予算が不明確だった。

・１月にほぼ計画が決定されるという話だが、それ以前に意見書を提出したい。

●意見を提出したい委員は次回１０月２１日の会議に意見を箇条書きにして持参する。

・９月２５日試走（試乗会）がある。

・コースは検討継続中。

・採算面も試算中。バスを購入する見積もり等も未定。

●１２月５日発行予定の広報「しんじゅく」地区協議会活動の取材について

　役員会で「四谷お宝さがし」が推薦された。

　　→活動の様子を取材するため「四谷大好きまつり」出展の様子の撮影がある。（時間帯は午後を希望する）

●地区協議会アンケートに関する意見は１０月２１日までに事務局に提出する。

●新宿歴史博物館「地域協働事業」を第１分科会、第４分科会主体で推進していく案が出された。

　・今後役割分担を決めていく。→どのようなメンバーでどのような作業をしていくか等。

　（例）お宝さがし実行委員会が中心となり協議会全体から公募する等

意見１　住民自治活動、行政との協働活動についての資料が提出された。

　　　　→広範囲すぎるので、テーマを絞らないと散漫になるのではないか。

意見２　歴史博物館との協働事業に力を入れていくべきではないか。（時間、労力がかかる）

　　・テーマには前回出ていた案にもあった「道」（横丁・通りの名）に着目していくこともよいのではないか。

　　　→子どもの目線から見てもらうこともよいのではないか。

　　　　　→突然子どもが関わるには時間・安全面で難しいと思う。

　　・マップを作るのであれば、他のまち歩きマップのよい面を参考にしながらオリジナリティを大切にしたい。

　　　（四谷地域の歴史マップはすでにあるので、同様の内容では意味がない。）

　　・地域住民の目線で作り上げたい。・・・・町内にある行き止まり階段など

【企画案】

テーマ　　　「道と歴史」・・歴史的背景紹介した道の特集

　　　　　お宝として紹介できるような路地、工夫されている道を紹介する。

【勉強会・シンポジウム案】

歴史博物館と相談しながら、１月もしくは２月に講師（著名人）を招いた勉強会の開催を検討したい。

●次回会議に各自の考えた具体案を持ち寄る。

・四谷大好きまつり　出展場所・・イベント本部近く

　　　　　　　　　　　　　出張所のパネルを拝借して展示（昨年度の応募）する。

・法被（はっぴ）作成　　イベント参加の際、PR効果を発揮できるように、「お宝はっぴ」を作成検討したい。

　　　　　　　　　　　　　　　仕様：綿１００％　紺地　マーク背中に１５センチ程度の宝船

　　　　　　　　　　　　　　　１枚３，０００円程度

　　　　　　　●　障害者就労福祉センター（チャレンジワーク）に事務局で見積もり依頼をする。

お宝さがし実行委員会　　１０月７日（火） 　１８：３０～　　四谷特別出張所　会議室

第１分科会　　　　　　　　　１０月２１日（火）　１８：３０～　　四谷特別出張所　会議室

四谷地区協議会第１分科会会議録　　　　　平成20年度第5回

役員会報告を通して

勉強会・シンポジウムについて

テーマ別グループの報告

①玉川上水を偲ぶ
川の流れの創出

②四谷を走る
地域バス

③四谷を考える
シンポジウム
（勉強会）

・テーマ検討中→歴史博物館協働事業に絡めることも検討したい。下記掲載

報告と意見交換

分科会終了後お宝さがし実行委員会

次回日程

宝


